
登校のおもしろさ 

 私が以前お世話になった小値賀の小学校では、７月になるとよく

海外に住んでいる子どもの体験入学とを受け入れていた。国際結婚

をされて海外で生活をしているご家庭のお子さんだ。大塔小でも昨

年数名の体験入学を２週間受け入れた。大塔小で受け入れた体験入

学の児童のほとんどは米軍関係のお子さんだった。なぜ、体験入学

を希望されるかというと、海外の学校や米軍の子どもたちが通うア

メリカンスクールは６月いっぱいで授業が終わり、７・８月は夏休

みになる。里帰りをした夏休みに日本の教育を体験させたい、日本

の子どもたちや文化と触れさせたいという親御さんの願いがあって希望されている。もちろん、受

け入れる側の日本の小学校にもメリットはある。海外で生活している子どもたちとの交流によって

気づくものや感じるものが多々あること、そして、言葉がうまく伝わらない相手とのコミュニケー

ションだ。そのような相手との交流をどうやって行おうかと、ジェスチャーや自分の知っている英

語、あるいは相手にわかるような日本語で図ろうとする。これには高いコミュニケーション力を要

するが子どもたちは躊躇することなくやってのける。 

 小値賀で受け入れていたのはイギリスやオーストラリアで暮らす子どもたちだった。体験入学数

日目にやっぱり聞きたくなる。「どう？日本の学校おもしろい？」みんな口をそろえて、「はい、す

ごくおもしろいです。」と言う。「どんなところがおもしろい？」と聞き返すと、これまた口をそろ

えて「みんなと歩いて登下校できるところ！」と答える。なるほど、海外の学校（もちろん全てで

はないが）は、たいてい校区というものがなく四方八方から通学している。 

私がいたベルギーも同様で、現地の学校には学校近辺から来る子もいれば、ちょっと遠方から通

学する子もいた。通学は親の責任で、車で送ってくる家庭、親子いっしょに自転車で来る家庭、歩

いて来る家庭、様々だった。また、ベルギーでは、小学校４年生までは親が学校まで送ってくるこ

とが義務付けられていた。それはそれで親子関係を深めるにはよいと思う。もちろん、親同伴の登

校が義務付けられているのは安全性の問題からだ。治安はよかったものの、戸外で子どもだけ遊ば

せることは禁止されていた。こんな海外で暮らす子どもたちにとって、子どもだけでおしゃべりを

しながら学校まで向かう、今日学校であったことを友だちと笑いながら話しわが家へ帰るという体

験は新鮮で幸せな時間であったのだろう。おしゃべりだけではなく、通学路に咲く草花でちょっと

した遊びを考えついたり、草むらに潜む虫たちを探したりするのも楽しみの一つに違いない。 

さて、新学年が始まり新入生を迎えた大塔小の通学も３週間を過ぎた。あちらこちらの通学路に

出向くと、とても微笑ましい光景に出会う。おしゃべりが止まらない１年生、後ろの１年生を気に

しながら歩いてくれる班長、歩きの遅い低学年を少しせかしながら最後尾を歩く副班長。中には

「私、１年生のスピードに合わせるの苦手…。」と言いながらも、自分の歩調と１年生の歩調を気

にしながら歩いてくれる６年生の姿もある。今朝は登校中に転んでけがをした 1 年生を抱っこし

てきてくれた５年生もいた。また、毎朝１年生の家まで迎えに行ってくれる上級生の姿も見る。待

っている１年生は自宅の前で「お兄ちゃん、まだかな…？」と言いながらニコニコ顔で待っている。

朝の登校の風景にも学びがある。 

本校に通学しているご家庭にはいろいろな事情がある。また、けが等の理由により車で送り迎え

が必要な場合もある。昔のように安全神話という言葉で保証された日本ではないものの、日本特有

（？）の登下校の楽しさ、学びというものは子どもたちに味わってほしいと思う。各ご家庭には徒

歩での通学をお願いしたい。 
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５月行事予定 
日 曜 行事等 日 曜 行事等 

1 月 家庭訪問６ 尿検査２次 聴力検査(５) 16 火 体育朝会 

2 火 家庭訪問７ 尿検査２次予備 17 水 集団下校（6 校時カット） 

８ 月 
交通安全教室(１・２) 

１年生５校時授業開始 

18  木 修学旅行～19 日まで（6） 

23 火 
体力テスト 1（4～6 ソフトボール投げ） 

尿検査 3 次 ９ 火 全校朝会 内科健診(３・４)  

10 水 
委員会活動(5・6)  

聴力検査(1－1,1－2,1－3) 
24 水 

体力テスト 2（4～6 ソフトボール投げ） 

代表委員会 

11 木 聴力検査(1－4,1－5) 25 木 耳鼻科健診（3・5） 

12 金 眼科健診(1) 心の状況調査（2～6） 30 火 プール清掃（6） 

15 月 心電図(1)  31 水 委員会活動（5・6） 

6 月行事予定 
日 曜 行事等 日 曜 行事等 

１ 木 いのちを見つめる日 全校朝会 
13 火 

児童集会 体重測定・視力検査(1) 

道徳授業参観(3・4,たんぽぽ,ひまわり 2) 2 金 歯の集会 歯科検診（全） 

5 月 体重測定・視力検査（6） 14 水 体重測定・視力検査(1) 6 校時カット 

6 火 音楽朝会 体重測定・視力検査(5) 16 金 道徳授業参観(1・2,もみじ,ひまわり 1) 

7 水 
プール開き 体重測定・視力検査(4) 

6 校時カット 

20 火 縦割り班顔合わせ(朝の時間) 

21 水 クラブ活動(4～6) 

8 木 耳鼻科健診(1) 28 水 代表委員会 

9 金 体重測定・視力検査(3) 29 木 佐世保空襲の日 平和集会 

12 月 

学校開放週間(～16 日まで) 

道徳授業参観(5・6)  

体重測定・視力検査(2) 

( )内の数字は学年です。 

6 月は市内小中学校一斉の「いのちを見つめる強調月

間」となっており、道徳の授業参観を予定しています｡ 

＊行事予定は変更になることがあります。 

 

スクール・カウンセラー、 
スクール・ソーシャル・ワーカーのご紹介 

 本校にはスクール・カウンセラー（以下 SC）とスクー

ル・ソーシャル・ワーカー（以下 SSW）の先生が見えてく

ださっています。 

 SC、SSW ともに子ども、保護者にカウンセリングを行っ

たり、アドバイス（無理強いはしませんよ）を行ったりしま

す。 

SC は川上真樹先生、SSW は青少年教育センター所属の島

村礼美先生です。川上先生は日宇中、日宇・黒髪小も兼任さ

れています。また、島村先生は市内の各関係機関につなぐこ

とができます。 

 常駐ではありませんので、基本的に予約が必要です。学校の窓口は養護教諭：吉田が受け付けています。

直接学校(33－2762)までお電話いただくか、担任を通じてご連絡ください。 

 カウンセリングというと重たそうな感じですが、ちょっとした相談のつもりでお気軽にご活用ください。

お子さんだけ、保護者の方だけ、双方いっしょに、いろいろな形態で可能です。 


